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松翁･20代本村庄之助
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　木村庄之助といえば、相撲界でいう横綱、

　昭和初期、“はっけよい（発気揚々）の補

木村庄之助（本名：鰹沼子之吉）です。
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唾綱、つまり行司の世界の最高峰です。

の神様”とうたわれたのが壬生町下稲葉出身の松翁・20代

　町歴史民俗資料館では、同じ時期・同じ土俵に活躍したカタヤ壬生町出身・木村庄之助、コナタ

藤岡町出身・横綱栃木山の二人の偉業を紹介します（関連記事２頁）。
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～“はっけよいの神様”木村庄之助ど無敵横綱”栃木山展~

　木村庄之肋（1876－1940）は、都賀郡上奈良部に生まれ、４歳の時、稲葉村下稲葉（現壬生町）

の鯉沼宇源太の養子となり幼年期を壬生町で過ごしました。９歳の時、宇源太が弟子入りしてい

た式守家に入門、式守錦太夫、式守与太夫となり、15代式守伊之肋を襲名。のちに木村家の20代

庄之肋となﾘﾀました。そして、58歳の時、相撲行司の家元・吉田家から「相撲行司大意の巻」を

授かり、この秘巻は過去に15代木村庄之肋・初代高砂浦五郎・常陸山谷右衛門の３人だけでした。

さらにその翌年、相撲協会から庄之肋の歴史以来、唯一人“松前”の称号を授かりました。庄之

肋は代々のものですが松前はちがいます。行司としての技量、見識、そして前の字が示すように、

50年以上この道に専念した名人にのみ許される尊称であり、庄之肋に冠される至上の栄誉といえ

るのです。庄之肋は後に大横綱となる藤岡町出身・栃木山（1892－1959）を仕切り、横綱・双葉

山の69連勝を裁き見とどけた名行司。同じ土俵に活躍した栃木県出身の名行司と名力士を（財）

日本相撲協会相撲博物館の協力をいただき展示公開いたします。

■展示会

　⑩会　期

　⑤開館時間

白観覧料

総休館日

松翁がいつも用いた軍配

平成1了年２月５日収)～３月13日㈲

午前９時～午後５時

(入館は４時30分まで)

200円(中学生以下無料)

月曜日及び火曜日午前

　　　栃木山使用の化粧廻し(三ツ揃)

・講演会

………｢松翁・木村庄之励と栃木山｣

　鞘日　　時　３月６日(EI)午後２時より

　j"講　　師　元28代木村庄之肋(松翁・養子)

　□場　　所　壬生中央公民館研修室

　＊先着100名様まで聴講いただけます。

　＊事前にお電話でお申し込みください。

　　　お問い合わせ：壬生町立歴史民俗資料館　昔0282 － 82 － 8544

※今回、相撲協会のご協力により、現・木村庄之肋（31代）が使用している“ゆずり軍配”を公開できる

　ことになりました。皆さん、是非とも御高覧＜ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２



ｊ生命と財産を守る壬生町消防団
i肖防団|盈常;点i検二回E

　
Ｈ
月
2
3
日
、
町
総
合
運
動
場
で
町
消
防
団
（
中
根
幸
男

団
長
・
団
員
２
０
圭
名
）
の
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
の
消
防
関
係
者
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
人
員
・

服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
放
水
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
永
年
勤
読
者
や
退
団
者
、
防
火
貯
水
槽
土
地
提

供
者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
蘭
学
通
り
に
場
所
を
移
し
て
分
列
行
進
を
行

い
、
行
進
終
了
後
に
は
、
御
琴
神
社
前
役
場
職
員
駐
車
場

で
消
防
車
の
展
示
、
放
水
体
験
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
壬
生
寺
保
育
園
・
メ
リ
土
フ
ン
ド
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
、
「
火
の
用
心
」
の
声
を
発
し
な
が
ら
パ
レ
ー

ド
の
先
頭
を
歩
い
て
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
表
　
彰

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
敬
称
略
）

○
勤
続
章
3
5
年
　
　
団
長
　
中
根
幸
男

○
勤
続
章
1
0
年

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
戸
崎
代
志
夫

　
　
″
第
２
部
団
員
　
尾
崎
長
二
郎

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
田
村
治
男

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

Ｏ
功
績
章
８
年

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
野
沢
忠
則

　
　
″
　
第
５
部
団
員
　
渡
辺
政
人

Ｏ
勤
続
章
５
年

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員
　
植
竹
清
明

　
　
″
　
　
第
１
部
団
員
　
藤
田
楽
拡

　
　
″
　
　
第
士
郎
団
員
　
松
葉
　
茂

　
　
″
　
第
２
部
団
員
　
谷
口
拓
也

　
　
″
　
　
第
４
部
団
員
　
篠
原
雅
実

　
　
″
　
　
第
４
部
団
員
　
倉
井
宏
之

　
　
″
　
　
第
５
部
班
長
　
小
出
　
裕

　
　
″
　
　
第
５
部
団
員
　
戸
崎
勝
巳

　
第
２
分
団
第
３
部
部
長
　
菅
原
　
明

　
　
″
　
　
第
３
部
班
長
　
山
日
通
男

　
　
″
　
第
３
部
団
員
　
篠
原
　
剛

　
第
３
分
団
第
１
郎
団
員
　
山
井
孝
則

　
　
″
　
　
第
１
部
団
員
　
山
口
育
郎

　
　
″
　
　
第
２
部
部
長
　
本
潭
　
誠

　
　
″
　
　
第
２
部
団
員
　
平
山
元
治

　
　
″
　
第
３
部
部
長
　
川
又
輝
義

　
　
″
　
　
第
３
部
班
長
　
上
田
正
人

　
　
″
　
　
第
４
郎
部
長
　
粂
川
和
弘

　
　
″
　
第
４
部
班
長
　
清
野
敏
史

　
　
″
　
　
第
５
部
部
長
　
阿
彦
直
弥

　
　
″
　
第
５
部
団
員
　
青
木
幸
司

石
橋
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

○
優
良
部
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

壬
生
町
長
表
彰

○
勤
続
章
3
5
年
　
　
団
長
　
中
根
幸
男

○
勤
続
章
1
0
年

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
戸
崎
代
志
夫

　
　
″
第
２
部
団
員
　
尾
崎
長
二
郎

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
田
村
治
男

○
勤
続
章
５
年

　
（
栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰
と
同
じ
）

○
優
良
部
及
び
努
力
賞
の
部

＜
優
良
部
∇

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
部

＊
小
型
勤
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
５
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

＜
努
力
部
∇

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

＊
小
型
動
カ
ポ
ン

感
謝
状

○
平
成
1
5
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
　
梁
島

○
消
火
協
力
者

○
防
火
貯
水
槽
土
地

　
　
　
　
上
長
田
地
区
　
　
中
川
利
夫

○
内
助
の
功
表
彰
（
1
0
年
）

第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
戸
崎
代
志
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
夫
人
真
由
美

　
″
　
第
２
部
団
員
　
尾
崎
長
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
夫
人
克
美

第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
　
田
村
治
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
夫
人
智
代
子

３

EI

鑓

’
Ｉ
’
｀
″
し
た
？

　
い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て



平成16年度上半期

畷1の)難敵
　　状瀦報告

(平成16年９月30日現在)

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
財

政
状
況
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
納
め
ら
れ

た
税
金
や
国
・
県
支
出
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
財

政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
年
２
回
（
広
報
壬

生
６
月
・
1
2
月
号
）
財
政
状
況

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成
1
6
年
度
上
半
期
（
平
成
1
6

年
４
月
１
日
か
ら
９
月
3
0
日
）

の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
50億40

(収入串55.5％)

　　　　　30

60億2,777万8千円

10　　　　　20

収入済額

7千円

㎜予算現額

㎜上半期収入･支出額

-

4億8,913万1千円

2億2,411万8千円

諸支出金
　　3千円

災害復旧費

1,150万2千円

労　働　費

1,786万4千円

予　備　費

1,994万5千円

議　会　費

意5,428万5千円

農林水産業費

意9,241万7千円

　商　工　費

意5,855万1千円

　消　防　費

意8,159万3千円

　衛　生　賛

意8,794万2千円

　総　務　費

億9,678万1千円

　　　〇千円

　12万6千円

787万8千円

　　　O千円

７万7千円

1億6,606万1千円

7,779万7千

　　　　㎜

7,114万2千l

5,208万8千円

4,408万1千円

O千円

2億7,601万

1,474万3千円

982万3千円

486万円

　　　1億円

　繰　入　金

　7,368万7千円

ルフ場利用税交付金

　　3,500万円

　利子割交付金

　　3,000万円

通安全対策特別交付金

　　800万円

公　債　費

5億4,323万3千円

一一|■

¬間1111

529万3千円

325万2千円

105万2千円

8千円

221万6千円
一
回当割交付ざ

150万円

一寄　付　金

91万2千円

-

株式等譲渡所得割交付金

　　　　50万円

民　生　費

　　　20　　　　　　　10

40億4,889万5千円（執行率37.3％）

　30

支出済額

4050億

『
歳
出
の
主
な
内
容

　
（
活
用
の
さ
れ
方
）
に
つ
い
て
』

●
歳
出
予
算
の
内
容
に
は
、
そ
の
目
的

ご
と
に
款
と
呼
ば
れ
る
区
分
で
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
主
な
款
が
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
説
明
し

ま
す
。

⑩
総
務
費

　
他
の
事
業
・
事
務
の
増
減
に
特
に
関

係
な
く
、
通
常
必
要
と
さ
れ
る
経
費
で
、

本
庁
舎
・
出
先
機
関
等
の
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
や
全
般
的
な
管
理
事
務
、

企
画
調
整
事
務
、
財
政
・
財
務
管
理
に

要
す
る
経
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑩
民
生
費

　
住
民
の
一
定
水
準
の
生
活
と
安
定
し

た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
の
に
必
要
な

経
費
で
、
具
体
的
に
は
社
会
福
祉
、
身

体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
福
祉
及
び

災
害
救
助
関
係
の
経
費
等
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

参
衛
生
費

　
住
民
が
健
康
で
衛
生
的
な
環
境
を
保

持
す
る
た
め
の
経
費
で
、
健
康
増
進
・

医
療
の
充
実
及
び
環
境
の
保
全
等
に
要

す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

柏
農
林
水
産
業
費

　
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
各
種
支

援
・
補
助
や
生
産
基
盤
の
整
備
に
要
す

る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

寸
商
工
費

　
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
各
種

支
援
及
び
観
光
事
業
等
に
要
す
る
経
費

４

18億8,009万9千円

　　町　　債

　12億3,360万円

　　国庫支出金

7億4,367万3千円

　　県支出金

5億3,541万8千円

　　繰越　金

4億8,913万1千円

地方消費税交付金

　　　3億円

使用料及び手数料

2億6,018万7千円

　　地方譲与税

　2億4,000万円

　　諸　収　入

1億9,633万7千円

地方特例交付金

1億6,606万1千円

分担金及び負担金

1ｲ意2,713万6千円
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